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研究要旨 
 課題のある死因（老衰、心不全、外因死等）について，本年度は老衰に
ついての意見の集約を行った。外因死に関しては，溺水事例で薬物が影響
したと考えられる事例について予備的検討をすすめた。 
老衰については，検案・解剖等に従事する法医学者に対して法医病理学的

立場からの意見を集約し，それらを適切に把握する手法について検討した。
外因死に関しては，死因別に影響する要因についての検討を行い，ICD-11
の枠組みを用いた適切な把握についてさらに検討をすすめる。 

 
Ａ．研究目的 
 近年の医療の進歩と環境の改善により，
先進国での人口の高齢化が著しい。わが国
では特にその進行が著しく，世界的にもこ
れまで経験のない超高齢化社会に突入して
おり，その影響は様々な社会指標にも反映
されつつある。保健統計の中でも近年，死
因統計における「老衰」の増加が顕著であ
り，主な死亡原因の中でも大きな割合を占
めるようになっている。わが国の「老衰」
による死亡は，現在では年間 10 万人を越
えるまでの急速な増加がみられている。そ
の急激な増加は死因統計から今後の保健政
策を考える上でも無視できない要因であり，
それらを適切に把握していくことが重要で
あるが，「老衰」自体の定義の曖昧さや、複
合的要因の関与も大きく関連している。そ
こで，法医学者を中心に、法医病理学的立
場での「老衰」の定義についても検討する。    
また，外因死に関しては，剖検例のうち，

主たる死因に影響を与える要因については，
まずは課題を抽出することとした。  
 
Ｂ．研究方法 
老衰に関しては，班会議にて，これまで

の老衰に関する研究報告のまとめと，今後
の計画を検討した。 
法医学者に対しても老衰に関しての意見

が分かれることが考えられることから，イ
ンタビューガイド（案）を作成し，まず作
成した（案）について試験的に意見を聴取
し，それを基に本格的なインタビューを実
施することとした。 
外因死の事例に関しては，剖検事例の中

で主たる死因に影響を与えた因子の検討を
進める。まず，溺水事例で薬物が影響した
と考えられる事例について予備的検討を行
い，課題の抽出を行うこととした。 

 
（倫理面への配慮） 
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データの収集に関しては，個人情報や個
人が特定できるような内容を含まない。  
 
Ｃ．研究結果 
老衰については，法医学者向けに作成し

たインタビューガイドの妥当性について予
備的に検討した。今のところ，質問事項に
ついては概ね妥当であると考えている。 
外因死の事例に関しては，剖検例で薬物

が影響したと考えられる溺死例を記録し，
その関与の度合いをどのように死因統計に
反映する方策があるかが課題であることが
明らかになった。溺死以外の外因死の事例
についても，影響する因子について同じよ
うな課題がある可能性が考えられた。 
 
Ｄ．考察 
老衰に関するインタビューガイドに関し

ては，法医学者向けの予備的検討が完了し
たことで，対象数を増やすなどの形での実
施を検討する。 
外因死に関しては，個々の事例での問題

点が，一般化した課題として取り上げられ
るかどうか，さらに大規模な調査を行う。 

 
Ｅ．結論 
今後，「老衰」自体の定義の曖昧さや、複

合的要因の関与について，死体検案や死因
の究明を行っている法医学者の意見もとり
上げた上で，さらに適切な把握方法につい
て模索している。 
外因死に関しては，溺死だけでなく，高

温や低温など様々な環境要因の関与する事
例についても検討を進める必要がある。 
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3．関連した実務活動 
日本 WHO 国際統計分類協力センター協力
ネットワーク運営会議 臨時構成員 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 
 1. 特許取得 

 なし 
 
 2. 実用新案登録 

 なし 
 
 3.その他 

 なし 
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